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　太陽光発電などの自然エネルギーは、気象条件の変化に伴い出力が変動するため、大規模に導入する際
は電力系統の電圧・周波数を安定化させる二次電池などの電力貯蔵技術が必要になる。2008 年12 月10 日、
ドイツの太陽光発電装置メーカー大手のユニコス社が実施する欧州初の大規模電力貯蔵実証プロジェクト
に、日本独自の技術である NAS 電池が採用された。海外における電力系統安定化目的での NAS 電池の採
用は初めてとなる。ユニコス社はプロジェクトの成果を踏まえ、ドイツ内外で NAS 電池併設メガソーラーを
展開する計画である。さらに技術開発を促進し、日本の技術が世界的な自然エネルギーの導入に貢献するこ
とが望まれる。
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1)　日本ガイシプレスリリース：http://www.ngk.co.jp/news/2008/1210.html
　EU 諸国では、太陽光などの発電電力の固定価格買
取制度が進み、2020 年には自然エネルギー発電比率
を総発電量の 20％まで高めることとしている。
　太陽光発電や風力発電などの自然エネルギーは、天
候や日射量などの気象条件の変化に伴い出力が変動す
るため、その大規模導入に際しては、電力系統の電圧・
周波数を安定化させる電力貯蔵技術などが必要になる。
電力貯蔵技術とは、発電電力を必要な時に効率的に利
用できるように充電・放電を行うもので、二次電池や
キャパシタなど多くの種類がある。
　2008 年 12月10 日、日本ガイシ（株）は、ドイツの太
陽光発電装置メーカー大手のユニコス（Younicos）社
が実施する欧州初の大規模電力貯蔵実証プロジェクト
に、ナトリウム硫黄電池（NAS 電池、定格出力1MW）
が採用されたと発表した 1）。海外における自然エネルギ
ーに対する電力系統安定化目的で、日本独自の技術で
あるNAS 電池の採用は初めてとなる。
　NAS 電池は、負極に金属ナトリウム、正極に硫黄、
その間に固体電解質を配し、ナトリウムイオンの移動に
より充放電する二次電池で、大容量蓄電、高エネルギ
ー密度、短時間充放電、長寿命などの特長を有する。
図表は NAS 電池による太陽電池電気出力安定化の例
で、太陽電池の変動する出力を NAS 電池が充放電を
行い、電気出力を一定に制御できる。
　ユニコス社は、440MWの太陽電池システムを内外
に供給しているメーカーで、メガソーラ （ー出力1MW
以上の太陽光発電）の大量導入に伴う蓄電技術として
NAS 電池を採用し、太陽光発電先進国のドイツで、
欧州初となる大規模電力貯蔵実証プロジェクトにより
NAS 電池の評価を行う。同社は、プロジェクトの成果
を踏まえ、ドイツ内外で NAS 電池併設メガソーラー
を展開していく計画であり、今後、日本の電力貯蔵技
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術が欧州に進展していく可能性がある。なお、日本に
おける自然エネルギー併設 NAS 電池は、二又風力発
電所（NAS 電池出力 34MW）、稚内メガソーラ （ー同
1.5MW）がある。
　我が国では、2030 年までに 50,000MW 以上の太
陽光発電導入を目標としている。これを達成するために
は、太陽電池の効率向上や電池パネルの価格低減など
太陽電池技術の開発を進めるとともに、電力系統安定
化技術も合わせて確立しなくてはならない。その中心
となる電力貯蔵技術としては、今回のNAS電池のほか、
レドックスフロー電池、電気二重層キャパシタ、超電導
電力貯蔵装置（SMES）などがあり、これらは小規模な
がらすでに実証・実用の域にある。今後、これらの技
術開発を一層促進し、それぞれの特長を生かした電力
貯蔵方策を構築することで、日本の技術が世界的な自
然エネルギー導入、ひいては温室効果ガス抑制に貢献
できると考えられる。 
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NAS電池による電気出力安定化の例
出典：参考文献 1）
